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子どもの食事づくり参加に関わる要因の検討
　（２）親子比較
名古屋女大家政　　○酒井映子　内島幸江　熊沢昭子

　目的　子どもの食生活状況を明らかにするために、子どもと親の食事に対する意識や関
心度の比較から食事づくり参加に関わる要因について検討をしたので報告する。
　方法　調査対象は名古屋市内の小学校２校の11歳男子149名、女子132名の合計281名の
児童およびその母親204名である。調査時期は平成５年６月中旬とした。児童対象調査は
質問紙による面接聞き取り法、母親対象調査は留置調査法を用いた。調査項目は食事の手
伝いの状況、料理作りの状況、調理道具の使用状況などである。
　結果　①食事の手伝いの親子比較では手伝いの頻度、手伝いの自発性ともに親の期待度
に対して子どもの意欲は低かった。また、親は食事の手伝いを男子よりも女子に期待する
傾向がみられた。②料理作りへの関心について、料理教室への参加の有無からみると、料
理教室参加者は少なく、親子の実態は一致していた。料理教室への参加を今後希望する者
は女子では親子共に高かった。こども向き料理番組の視聴は、男子では親子に差がみられ
た。親は男子に対しては料理には興味がないという考えがあるものと推察される。③調理
道具の使用状況では子どもは親よりも、使用していると答えた率が高かったので、調理道
具使用に積極的であることがうかがわれる。また、コンロの使用に不安を感じている者は
子どもよりも親に多く、その理由はやけどや火事に加えて消火忘れへの懸念が高かった。
　以上のように、食事の手伝いは親の期待度が高く、料理作りへの参加や調理道具の使用
は子どもの方が積極的であることが認められた。これらを踏まえて、子どもの食事づくり
への興味を助長した食事環境づくりをしていくことが大切であると考えられる。

2Jp－ 5 中・高校生の健康と食生活の実態と意識
第１報　健康意識とBody Mass Index
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目的　本研究は，中・高校生の身体と食生活の実態を把握し，それらの関連を検討するこ

とを目的とした。第１報は，栄養状態や発育・発達の評価.肥満判定の指標として用いら

れているBody Mass l ndex (BMI)が健康状態の指標となり得るかを検討した。

方法　対象：千葉県市立中学校(K・E校)の1~3年生男女902名，県立高等学校(N・A校)の1

~3年生男女1513名，合計2415名。時期:1993年10月～11月。方法：所定のアンケート用

紙を作成し，校長と家庭科主任に事前の説明を行ない，留置記入を依頼。項目：フェース

シート，身体状況(身長･体重･微症候),食生活状況(食物摂取状況，食意識，食嗜好)。

結果　1.平均身長・体重(BMI)：中学生男子163. 1cm・ 54. 6kg･(20.5).女子155. 5cm・

48. 8kg (20. 0),高校生男子170. 1cm・ 61. 8kg {21. 3),女子158. 0cm ・ 52. 6kg (21. 1)である。

2. BMI：BMIの区分は日本人の体位を参考に，中学生17. 0未満, 17. 0~18.9, 19. 0

~20.9, 21.0～22.9. 23.0以上，高校生18. 0未満. 18.0～19.8, 20. 0～21.9, 22.0~23.9,

24.以上とした。それぞれの区分に入る中学生は. 8. 4％･ 31. 5％・32. 7%・13. 4%・14.

0％であり。高校生は7.2％・30. 4 %・33. 4％・14. 7% ･ 14. 3である。3.健康意m:

f健康｣と答えた者は90.2％である。4.健康と微症候：｢健康｣と答えた者は体力，肩こ

り，便秘.疲労，風邪，食欲.生理等の訴えは少な<.体調はよい傾向を示している。

5.健康意識とBMI ：ｆ健康｣と答えた者のうち，中学生の77.9％はBMI 17.0~22. 9,高

校生の79. 2%はBMI 18. 0～23.9の範囲である。中・高校生の健康と食生活の関係を検討

する上で. BMIが健康状態をあらわす目安として使用できることが示唆された。
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